
令和５年度 学校評価一覧シート 

愛知県立半田工科高等学校 

項
目
担
当 

本年度の重点目標
 

(1)生徒個々の能力の向上を図る。 
(2)地域への情報発信をより高め、開かれた学校づくりを推進する。 
(3)組織内で相互理解を深め、協力体制を構築する。 

(4)校務の効率化、適正化を推進し、業務改善を図る。 

重 点 目 標 具  体  的  方  策 評 価 結 果 と 課 題 

総
務
部 

・ＰＴＡとの連携を深める 

 

 

・式典行事の円滑な運営 

 

・防災教育の徹底 

 

・ＰＴＡ活動の活性化に努める。また、Ｐ

ＴＡ活動等の案内について、メール配信等

を積極的に活用する。 

 

・職員間の協力体制を整え、式典行事に取

り組む。 

 

・防災意識の向上につながる防災訓練を実

施する。 

・安心安全メール等を活用し、ＰＴＡと密

に連携して取り組むことができた。 

 

 

・多くの職員と相談し、協力していただき

ながら実施することができた。 

 

・４月には火災、９月には地震を想定した

防災訓練を実施した。 

教
務
部 

・基礎学力の向上 

 

 

・広報活動の充実 

 

 

・学科選択、科目選択の十

分な情報発信 

・授業の工夫改善を図り、生徒の学習意欲

を高める｡ 

 

・中学校の進路説明会や、地域交流を通じ

本校の魅力を発信する。 

 

・生徒の適性および進路先に応じた学科、

科目選択ができるように校内連携を強化す

る。 

・授業を大切にする意識を高め、学力の向

上につなげることができた。 

 

・中学校の進路説明会や中学校訪問におい

て、本校の情報発信ができた。 

 

・学習意欲や知識・理解を高めるため、

ICTを積極的に活用していく。 

 

・追試該当者、追試不合格者に対する指導

により、一定の成果が得られた。 

 

生
徒
指
導
部 

・主体的行動の確立 

・安全・安心な学校生活の

実現 

 

 

・基本的生活習慣の確立 

 

 

・いじめの未然防止、早期

発見、適切な対処 

 

・登校時において挨拶の励行、みだしなみ

確認、事故防止に配慮した自転車の乗り方

指導を実施する。 

 

・人権に関する指導の充実と交通事故の防

止及び薬物乱用防止に努める。 

 

・生活アンケートを利用した情報収集と、

家庭や地域社会との連携を図り、いじめの

未然防止・早期発見に努める。 

・毎朝職員による登校指導により、生徒の

様子や身だしなみ、自転車の交通安全指導

などを行うことができた。 

 

・外部講師による講話を行うことで、現在

の状況や、どのように行動すべきかを生徒

に伝えることができた。 

・生活アンケートをもとに担任による迅速

な面談を行い、問題解決につなげることが

できた。 

進
路
指
導
部 

・進路意識の高揚 

 

 

 

 

・自分に合った進路選択 

・将来の目標を持たせ、自己実現に必要な

能力を伸長できるように援助する。 

 

 

 

・勤労観・職業観を育成するため、進路へ

の知見を広めさせる情報提供をする。 

・１・２年生は、行事や進路希望調査によ

り進路希望の具体化を図った。３年生は定

めた進路目標の達成に向けて、社会的・職

業的自立に必要な能力や態度を伸長させる

ための試験対策などの取り組みができた。 

・キャリア形成を目的とした行事等を通し

て、自らの視野を広げさせ、この先必要な 

能力や態度を認識させることができた。 

 

 

 



 

 

 重 点 目 標 具  体  的  方  策 評 価 結 果 と 課 題 

保
健
厚
生
部 

・健康意識の向上 

 

 

 

・感染症の予防 

 

 

・生徒相談体制の充実 

 

 

 

 

・校内美化・環境整備の向

上 

 

・健康診断、保健講話、毎日の健康観察を

通じて健康への意識を高める。 

 

 

・教室の換気、手指消毒、加湿器等の適切

な使用を通じて感染症等の予防に努める。 

 

・スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワーカー、担任、相談係と連携し、教

育相談体制の充実を図り、情報を共有し問

題解決に取り組む。  

 

・清掃を毎日全員で実施し、ごみの分別と

減量を図り、校内美化・環境整備に努め

る。 

・各種検診は予定通り進めることができ

た。朝の健康観察を通じて生徒の健康状況

の把握がスムーズにできた。保健講話では

外部講師による「がん教育」を行った。 

・生徒保健委員の活動により加湿器のフィ

ルター清掃・管理を行うことができた。そ

れによって加湿・換気の注意喚起を行うこ

とができた。 

・個々の生徒について相談委員会やその後

の職員会議での情報共有を行った。さらに

きめ細かい相談・支援体制の充実を目指

す。 

・生徒厚生委員の活動を通じて、分別の意

識付けとごみの削減が実施できた。 

図
書
情
報
部 

・図書館利用者の向上 

 

 

・校内の ICT強化 

 

 

・広報活動の充実 

 

・「図書館だより」を通じて本や企画の紹

介を行い、図書館利用を呼びかける。 

 

 

・ICT機器を各教室に設置をし、授業展開

の ICT化を図る。 

 

・宣伝資料の作成やホームページを更新

し、 中学校の教員や生徒および保護者、

企業関係者に積極的にＰＲする。 

・図書館だよりは例年通り発行した。ま

た、昨年度と比較して、考査前の自習室と

して、図書館を利用する生徒が増加した。 

 

・全教室に設置はできなかった。来年度の

課題である。 

 

・「工科-Times」 の作成と配布を行っ

た。また、ホームページを更新し、校外へ

のＰＲ活動を行った。 

生
徒
会
部 

・学校行事の充実 

 

・部活動の充実 

 

 

・執行部の生徒と企画について話し合い、

時代や生徒の実情に応じた内容とする。 

・体験入部期間を設けて３年間活動する部

活動を真剣に考えると同時に、校内、校外

への情報発信を行う。 

・行事内容の精査をし、一部変更すること

ができた。 

・体験入部を行ったことで連日多くの生徒

が参加している姿が見られた。また、来年

度の部活動紹介動画を作成し、外部への発

信を行う準備を進めることができた。 

工
務
部 

・チャレンジ精神の育成 

 

 

 

 

・中学生体験入学の充実 

 

 

 

・資格の情報を正確に素早く提供し、資格

取得に対し前向きに取り組む姿勢を育て

る。 

 

 

・体験入学の案内や実施方法を検討し、中

学生が興味を引く内容を実施する。 

・資格・検定の予定を年間行事計画に記入

し、ホームページで確認できるようにし

た。学校の掲示板に検定等の案内を掲示す

ることに加え、教室掲示も確実に実施し

た。 

・各中学校への体験入学案内送付を行うと

同時に、ホームページへの掲載を行った。

申し込みを Webで行うことで、名簿管理の

効率化ができた。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 重 点 目 標 具  体  的  方  策 評 価 結 果 と 課 題 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科 

・工業人としての意識付け 

 

 

 

 

・ロボット工学において必

要となる知識の習得 

 

・実習・課題研究や座学の授業、定期考査

を大切にする。そのため授業の開始時間の

厳守や、あいさつ、正しい言葉遣いをはじ

めとした授業規律を確立し、自ら学習でき

る環境を整える。 

・協働ロボットの制御や、シーケンス制御

などをはじめとした、『設備設計・製作』

の考え方を基本とし、日々の授業で力を身

に付けていく。 

・実習の集合・点呼行うことにより、時間

を守る意識を身に付けることができた。ま

た、様々な場面において行動や言葉遣いを

指導することができた。 

 

・実習内容のバージョンアップを図り、興

味を持てる実習づくりができた。今後はさ

らに興味を持てる実習を立案すべく、内容

の検討を行う必要がある。 

機
械
科 

・主体的に学習に取り組む

態度の醸成 

 

 

 

 

・工業人としての意識の向

上 

･学習内容の充実 

・実習・製図や資格・検定や就業体験など

の体験を通し、専門学習に力を入れる。 

 

 

 

 

・安全教育、５S活動など工業の現場で重

要視される事柄の定着を図る。 

・授業・実習の連携した展開を進める。座

学内容を精査し重複を避け、力点を検討す

る。 

・資格・検定では旋盤技能士、機械プラン

ト製図技能士について希望者に受検指導し

実施することができた。また、夏季休業中

に「技の探究講座」、「クラフトマン

Ⅲ」、「インターンシップ」などに取り組

ませることができた。 

・安全意識の向上、ヒヤリハット事例、危

険予知など職員・生徒の意識が高まった。 

・実習と座学の連携の他、複数の教科担任

で受け持つ授業について、意見交換が頻繁

になり、共通意識が高まった。ICT活用す

る機会が増えた。 

電
気
科 

・学習指導の充実 

 

 

・職業人としての資質の育

成 

 

・魅力ある学科づくり 

・授業や資格取得の補習を通して、基礎学

力及び電気に関する知識と能力を高める学

習指導をする。 

・積極的に生徒へ寄り添い、規範意識の育

成、挨拶の励行、正しい言葉遣いを実践し

コミュニケーション能力の育成を図る。 

・競技大会や地域イベントに積極的に参加

し、生徒が活躍できる機会を提供し外部へ

発信する。 

・基礎学力及び電気に関する知識と能力を

高めることができ、電気工事士試験を始め

様々な資格に多くの生徒が合格できた。 

・いろいろな場面で積極的に生徒へ声がけ

を行い、コミュニケーション能力の育成を

図ることができた。 

・競技大会は優秀な成績を収めることがで

きた。また、中学生体験入学は生徒主体で

行うことができた。 

建
築
デ
ザ
イ
ン
科 

・広報活動の充実 

 

・専門科目への学習意欲向

上 

 

・キャリア教育の推進 

 

 

・中学生体験入学や、かわら版をとおして

学科の魅力を発信する。 

・生徒が達成感を得られるよう指導内容を

工夫改善する。 

 

・建設業の魅力を伝え、卒業で受験資格が

得られる二級建築士に挑戦する生徒を増や

す。 

・体験入学で、本科が印象に残ったと答え

た中学生が５割を超えていた。 

・BIMや城郭模型など興味を引く新しい内

容を取り入れた。製図コンクールでは６名

の入賞者が出た。 

・教科の内容と並行して、二級建築士や施

工管理技術検定の内容に取り組むことで卒

業後の受験への意識付けをした。 

都
市
工
学
科 

・建設業において必要とな

る知識の習得 

 

・基本的な生活習慣の育成 

 

 

・地域社会との連携 

 

・基礎、基本を重視し、就業を意識した授

業展開を実施する。 

 

・礼儀、けじめ、正しい言葉使いを教え、

社会人としての心構えを教授する。 

 

・地元企業を中心とした繋がりを大切に

し、現場見学会、出前授業等を実施する。 

・基礎、基本の内容を反復伝えることによ

り、就業時に活かすことのできる知識を教

授することができた。 

・生徒が社会に出ることを念頭に置き、細

かな礼儀、言葉使い等を伝えることができ

た。 

・地元企業の協力を得ることができ、現場

見学会、出前授業を実施することができ

た。 



 重 点 目 標 具  体  的  方  策 評 価 結 果 と 課 題 

１
年
学
年
会 

・規律の確立 

 

 

・資格取得の励行 

 

 

・学科選択の適正化 

・クラスの活動における声掛けやコミュニ 

ケーションを取りやすい関係を作りながら 

指導する。 

・授業や補習を通して、自学自習できるよ 

う指導する。 

 

・実習や座学を通して、工業への興味関心 

を高め、個々の能力にあった学科選択の指

導をする。 

・多くの生徒が、基本的な生活習慣が確立

されており、堅実な生活態度を守ることが

できた。 

・学年で資格取得に向けて補習を行い、そ

れを機に他の資格取得への意識付けをする

ことができた。 

・生徒へのきめ細かな指導や面談により、

それぞれの適性にあった学科選択を行うこ

とができた。 

２
年
学
年
会 

・進路に対する意識の高

揚 

 

 

・生徒個々の学力の向上 

 

・自ら考え主体的に行動

する 

・進路指導部と連携をはかり、ガイダンス

の充実や職業や学問に対する理解を深め自

己実現ができるように援助する。 

 

・授業や補習の工夫改善を図り、生徒の知

識と能力を高めるよう指導する。 

・時と場所に応じて適切な行動がとれるよ

うに指導する。 

・講話やガイダンスを通して、将来に向け 

た意識の拡充や、各クラスのＬＴの時間を 

用いて求人票に目を通す機会を作るなど、 

進路選択に向けた意識付けができた。 

・ICTなどを活用して、学習意欲や知識・

能力を高めることができた。 

・修学旅行や学校生活を通して、適切な行

動がとれるように指導できた。 

３
年
学
年
会 

・規範意識の習得 

 

 

 

 

・適正な進路指導 

 

・最高学年としての意識付けや、修学旅行

での行動を通して、社会人として必要なマ

ナーやモラルを高める。 

 

 

・面談や進路指導講話等を通して、生徒の

特性を理解し、適切な進路指導を行う。 

 

・修学旅行の他、場面に応じた適切な指導

を行うことで生徒の規範意識を高めること

ができた。また、スーツ着こなし講座を通

して、社会人として必要な身だしなみやマ

ナーなどを身に付けさせることができた。 

・生徒の特性を理解した進路指導により就

職、進学合わせて９割以上の生徒が希望の

進路を実現することができた。 

 学校関係者評価を実施する主

な評価項目 

・基本的な生活習慣の確立について 

・学校行事、部活動の充実・発展について 

・資格取得の推進について 

・学校いじめ防止基本方針に基づく取組について 

・在校時間等の状況記録の結果を活用し、業務の適正化を図るとともに教職員の確実・

適切なメンタルヘルスの保持に努めることについて 

 

 


